





ずJから 6年が経っていて、昭和 8年9月に刊行された第 1詩集の『Ambar-
valiajからは20年が経っている。『近代の寓話Jはすでに発表された計52篇を時
代を遡るように配置しており、昭和25年から28年の詩篇が前半に、昭和21年か
ら24年の詩篇が後半に、あと昭和 2年の 3篇と大正15年の 1篇が巻末に配置さ
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連は詩集形の 3連の8～15行目に、 3連の 1～ 8行目は詩集形の 4連に、 3連の 9～14行目は詩集











⑧ 「のだ」文は rAmbarvalia.lには4用例、 『あむばるわりあJには 5用例、『旅人かへらずJには 1用
例、『近代の寓話Jには111用例が出ている。
①新倉俊一 『西脇順三郎全詩集引喰集成.1,1982. 9，筑摩書房。
⑩昭和26年11月号「詩学」の詩壇時評欄に「『ラジオ文芸Jの西脇順三郎「午後の訪問」と別冊「小説
公園」の草野心平「落葉jが、手なれた技巧によって僅かに読めるという程度であったJという記述
がある。「ラジオ文芸」は宝文館から昭和26年9月に創刊した雑誌で、日本ラジオ作家協会編集と
なっている。昭和26年10月号「ラジオ文芸」の「午後の訪問」が載っている頁には下段に中村真一郎
の「ラジオ・ 言葉・詩・詩劇」という文章が組まれており、恐らくラジオ雑誌から朗読にいい聴覚性
を持つ詩の執筆を依頼され書かれたものであろう。この「午後の訪問」の左下には「「午後の訪問」
について」という書き込みが添えられていて、「寂莫として、活々として、そしていかに厳しい実の
世界ではあるが、そうして旅をする詩人の胸には、一つの理想郷が抱かれているらしい」と記され
ていることから自作解説ではないと推察することが出来る。
付記
引用の際、原則として旧字を新字に改め、ルビを省略した。なお、引用文中の傍点は引用者による。
「／」は改行。
＊討議要旨
村尾誠一氏は、「かざり」の初出稿と詩集収録稿を別作品ではなく改稿作品と捉える根拠はなにか、
と訊ね、発表者は、タイトルおよび女のイメージが重なることだけだが、両者の異同を確認すること
で、当時の西脇が新しい詩情や文体をいかに模索したかが見て取れると思う、と答えた。
ロパート・キャンベル氏は、 ①村尾氏の指摘のとおり、両者を同一作品とする論証が充分とはいえ
ない。むしろ別作品と捉えて、両者間における西脇の文体スタイルや人生観などが変化する発展過程
として論じてみてはどうか、 ②発表者が改稿として示している「午後の訪問」の箇所は、誤植の可能性
はないのか、と問うた。それに対して発表者は、指摘をふまえて再検討したい、と答えた。
? ?????
山崎佳代子氏は、西脇がシュールレアリズム詩人である以上、同一性が希薄に見える二作品が、じ
つは大変貌をとげた同一作品であるという可能性はある。むしろ「かざり」という同タイトルを付して
いることから、この語の他作品における使用例も調べてはどうか、と助言した。発表者は、「かざり」
という詩語は他の詩集にも頻出しており、西脇にとって重要な意味を持っていたことは確かである、
と補足した。
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